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「
朝
刊
太
郎
」

さ
あ
、
「
朝
刊
太
郎
」
を
利
用
し

て
、
皆
さ
ん
で
新
聞
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
朝
刊
太
郎
」
は
、
い
ま
か
ら
1

0

年
以
上
前
に
、
当
時
、
長
野
県
立
岡

谷
工
業
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
先
生

が
開
発
、
無
料
で
公
開
し
て
い
る
、

新
聞
製
作
に
特
化
し
た
フ
リ
ー
ソ
フ

ト
で
す
。

ネ
ッ
ト
上
で
「
朝
刊
太
郎
」
と
検

索
す
れ
ば
、
簡
単
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
動

作
環
境
の
設
定
は
、
実
行
フ
ァ
イ
ル

の
中
に
保
存
し
、
P
C
の
レ
ジ
ス
ト

リ
を
い
じ
ら
な
い
た
め
、
必
要
な
く

な
っ
た
時
は
、
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
削
除

（
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
）
す
る
だ
け

で
完
了
で
す
。
こ
の
点
で
も
、
安
心

っ
て
窃
あ
に

し
て
試
用
で
き
ま
す
。

紙
面
の
隷
定

最
初
に
紙
面
の
大
き
さ
を
決
め
ま

す
。
朝
刊
太
郎
は
、
通
常
の
一
般
新

聞
の
大
き
さ
か
ら
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ

ま
で
指
定
が
で
き
ま
す
。

目
的
に
あ
っ
た
大
き
さ
、
例
え
ば
、

サ
ー
ク
ル
の
会
報
や
自
治
会
新
聞
、

学
級
通
信
な
ど
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
と

の
関
係
か
ら
B
4
判
か
A
4
判
、
田

舎
の
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ
ん
に

送
る
ハ
ガ
キ
通
信
な
ど
目
的
と
レ
イ

ア
ウ
ト
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
紙
面
設
定
　
（
S
）
　
」

1
「
紙
面
設
定
（
全
て
）
　
」
　
を
ク
リ
ッ

ク
し
ま
す
。

下
の
画
面
か
ら
、
用
紙
サ
イ
ズ
、

自
由
研
究
に
新
聞
作
L

I
を

旅
行
…
。
そ
ん
な
楽
し

い
夏
休
み
の
想
い
出

楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
く
る
。

君
は
夏
休
み
に
何
を
す
る
の
か
な
。

お
祖
父
さ
ん
や
お
祖
母
さ
ん
に
会

い
に
田
舎
に
行
く
、
家
族
で
海
水
浴

に
行
く
、
そ
れ
と
も
リ
ッ
チ
に
海
外

を
、
自
由
研
究
と
し
て
新
聞
に
ま
と

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

朝
刊
太
郎
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で

の
新
開
作
り
を
勉
強
し
ま
す
。
こ
れ

で
君
は
名
編
集
長
！

記
事
フ
ォ
ン
ト
、
1
行
の
文
字
数
、

段
数
な
ど
基
本
の
紙
面
設
定
を
し
ま

す
。
全
て
の
設
定
が
決
ま
っ
た
ら
デ

フ
ォ
ル
ト
に
設
定
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入

れ
、
O
K
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
次

回
か
ら
は
立
ち
上
げ
た
時
、
同
じ
設

定
で
紙
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
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レ
イ
ア
ウ
ト

紙
面
の
基
本
設
定
が
決
ま
っ
　
た

ら
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。

先
ず
は
題
号
　
（
新
聞
の
名
称
）
　
と

題
字
　
（
号
数
な
ど
基
本
情
報
）
　
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
題
号
も
題
字
も
途
中

で
変
更
し
な
い
の
が
、
一
般
的
な
決

ま
り
で
す
。
慎
重
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
欄
外
に
ヘ
ッ
ダ
（
発
行
日
、

名
前
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
を
表
示
）
　
を

作
成
し
ま
す
。
「
紙
面
設
定
　
（
S
）
　
」

1
「
ヘ
ッ
ダ
の
編
集
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
ま
す
。
基
本
は
左
に
決
－
ジ
、
号
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数
、
中
央
に
題
号
、
右
に
発
行
日
時

な
ど
で
す
。

記
事
の
形
態
に
は
、
タ
タ
ミ
記
事
、

カ
コ
ミ
記
事
、
ナ
ガ
シ
記
事
が
あ
り

ま
す
。
タ
タ
ミ
記
事
と
は
、
複
数
段

に
折
っ
て
、
左
又
は
右
の
外
枠
に
押

し
付
け
る
や
り
方
で
す
。
カ
コ
ミ
記

事
と
は
、
記
事
に
罫
を
巻
き
付
け
て
、

他
の
記
事
と
ハ
ッ
キ
リ
区
別
す
る
方

法
で
す
。
ナ
ガ
シ
記
事
は
、
タ
タ
ミ

記
事
や
カ
コ
ミ
記
事
の
間
を
縫
う
よ

う
に
流
れ
る
記
事
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
新
聞
紙
面
ら
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
紙
面
に
は
、
長
文
の
記

事
の
全
体
を
、
端
的
に
短
く
要
約
し

た
リ
ー
ド
　
（
前
文
）
　
や
見
出
し
、
写

真
が
並
ん
で
紙
面
と
な
り
ま
す
。

編
集
操
作

「
朝
刊
太
郎
」
　
の
編
集
機
能
は
、

ほ
と
ん
ど
の
換
作
が
、
マ
ウ
ス
の
ク

リ
ッ
ク
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
、
ド
ラ
ッ

グ
で
可
能
で
す
。

記
事
や
見
出
し
の
作
成
、
画
像
の

編
集
、
エ
ト
キ
文
　
（
写
真
説
明
）
　
な

ど
は
、
全
て
編
集
操
作
パ
ネ
ル
　
（
左

の
写
真
）
　
で
行
い
ま
す
。

記
事
を
流
す
に
は
、
事
前
に
作
成

さ
れ
、
編
集
操
作
パ
ネ
ル
に
表
示
さ

れ
て
い
る
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
選

択
、
次
に
記
事
を
流
し
た
い
位
置
を

ク
リ
ッ
ク
、
「
実
行
」
ボ
タ
ン
を
押

し
ま
す
。
逆
に
、
紙
面
に
展
開
し
て

い
る
記
事
を
外
す
と
き
は
、
記
事
の

上
で
ク
リ
ッ
ク
し
て
か
ら
　
「
削
除
」

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。
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使
い
方
の
基
本
の
基
本

は
じ
め
に
、
保
存
の
方
法
を
確
藩

し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ソ
フ
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
な
フ

ァ
イ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
紙
面
を
作

る
、
と
い
う
性
格
上
、
「
1
つ
の
フ

ォ
ル
ダ
＝
1
つ
の
紙
面
」
　
と
い
う
発

想
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

紙
面
に
使
う
材
料
（
テ
キ
ス
ト
や
画

像
フ
ァ
イ
ル
）
　
と
、
紙
面
フ
ァ
イ
ル

が
す
べ
て
一
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
に
収
め

ら
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
左
図

の
よ
う
に
　
フ
ォ
ル
ダ
を
作
っ
て
お

く
と
管
理
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

白‥二由朝刊ふ郎データ

日・卑4月号
・包1面
・・（ヨ2元
一上道古瓦

・u4面
占・自陣
亡コ1元

一包2面
■・良3由
一包4両

な
お
、
紙
面
保
存
後
、
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
な
ど
で
、
フ
ォ
ル
ダ
を
移
動

し
た
り
、
名
前
を
変
え
る
な
ど
盤
理

を
し
て
も
閉
居
は
あ
り
ま
せ
ん
。

罫
縞
と
仮
空
白

紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
、
見
出

し
を
置
く
位
置
や
写
真
を
置
く
位
置

を
仮
空
白
で
計
算
し
た
り
、
記
事
の

仕
切
り
に
罫
線
を
描
き
ま
す
。

仮
空
白
は
、
編
集
操
作
パ
ネ
ル
の

仮
空
自
用
段
行
指
定
を
利
用
し
ま

す
。
ま
た
、
紙
面
上
で
シ
フ
ト
キ
ー

を
押
し
な
が
ら
、
マ
ウ
ス
の
左
ボ
タ

ン
を
押
し
、
ド
ラ
ッ
グ
す
れ
ば
左
の

よ
う
に
仮
空
白
が
作
れ
ま
す
。

罫
線
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
を

押
し
た
ま
ま
、
マ
ウ
ス
の
左
ボ
タ
ン

を
押
し
、
そ
の
ま
ま
ド
ラ
ッ
グ
し
ま

す
。
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
離
す
と
、

左
の
よ
う
に
、
罫
線
が
引
か
れ
ま
す
。

そ
の
時
、
罫
線
は
、
紙
面
上
で
一

番
近
い
素
材
（
記
事
や
見
出
し
な
ど
）

に
く
っ
つ
き
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
で
必

要
な
場
所
に
移
動
し
ま
す
。
ま
た
、

右
ク
リ
ッ
ク
で
編
集
メ
ニ
ュ
ー
が
表

示
さ
れ
、
罫
線
の
模
様
や
太
さ
な
ど

も
編
集
で
き
ま
す
。

流
し
妃
事

普
通
に
記
事
を
配
置
す
る
こ
と
を

r
流
す
」
と
い
い
ま
す
。
右
下
の
　
「
囲

み
記
事
風
」
と
異
な
り
、
段
罫
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
見
出
し
や
写
真
な

ど
に
当
た
る
と
、
記
事
が
そ
れ
を
ま

た
い
で
流
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

で
き
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
一
般
新
聞
の
記
事
の
流

れ
は
、
「
上
か
ら
下
へ
、
右
か
ら
左

へ
」
　
で
す
が
、
下
の
段
に
移
動
す
る

と
き
は
　
「
左
か
ら
右
」
　
へ
と
流
れ
る

S
W
I
H
が
記
事
の
基
本

記
事
を
書
く
基
本
は
、
r
5
W
I

H
L
　
の
考
え
方
で
す
。

「
5
W
I
H
L
と
は
、
①
い
つ
　
（
日

時
・
W
h
 
e
n
）
②
ど
こ
で
　
（
場
所
・

W
b
 
e
r
e
）
③
だ
れ
が
（
主
人
公
・

W
h
 
O
）
④
な
に
を
二
行
動
・
W
h

a
t
）
⑤
な
ぜ
／
ど
う
し
て
　
（
目
的

／
原
因
・
W
h
 
y
）
⑥
ど
の
よ
う
に

／
ど
う
し
た
　
（
状
態
・
H
 
O
 
W
）
　
で

す
。
こ
の
五
つ
の
要
素
を
ハ
ツ
キ
リ

と
書
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
胴
長
　
（
句
読
点
の
な
い
）

の
文
章
は
読
み
に
く
く
、
内
容
も
伝

わ
り
に
く
い
も
の
で
す
。
文
章
は
短

く
、
や
さ
し
く
、
ハ
ツ
キ
リ
と
、
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
日
時
や
場
所
、
名
前
（
固

有
名
詞
）
　
は
、
必
ず
再
確
認
を
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
校
閲
を
す
る

際
の
心
構
え
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
起
こ
っ
た
こ
と
（
事
実
）

と
自
分
の
意
見
　
（
考
え
）
　
は
し
っ
か

り
区
別
し
て
書
く
こ
と
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

通
常
、
r
希
」
と
か
　
「
窓
」
と
呼

ば
れ
る
「
囲
み
記
事
」
　
は
、
紙
面
の

中
で
特
別
に
罫
で
囲
ま
れ
、
フ
ォ
ン

ト
が
異
な
っ
た
り
、
見
出
し
や
写
真

が
記
事
の
中
に
配
置
さ
れ
る
な
ど
、

に
　
「
ま
た
ぎ
属
性
」
を
付
け
る
こ
と

で
す
。具
体
的
に
は
、
一
つ
の
区
画
を
決

め
、
中
の
段
罫
を
抜
き
ま
す
。

次
に
、
配
置
す
る
見
出
し
や
写
真

目
立
っ
た
記

事
で
す
。
時

由
み
妃
事
風

な
ど
を
右
ク
リ
ッ

ク
し
て
　
「
編
集
メ

に
は
横
組
み
も
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
ソ
フ
ト
で
は
、

「
囲
み
記
事
」
　
そ
の
も
の
は
で
き
ま

せ
ん
。
が
、
そ
れ
に
近
い
編
集
は
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
見
出
し
や
写
真

ニ
ュ
ー
」
の
中
の
「
属
性
を
変
え
る
j

l
 
r
ま
た
ぎ
に
す
る
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
ま
す
。
こ
れ
で
、
記
事
の
中
に
見

出
し
や
写
真
を
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

の
が
原
則
で
す
。
1
段
目
の
1

0
行
目

か
ら
2
段
目
の
1

5
行
目
へ
流
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
様
に
、
1
段
目
か
ら
い
き
な
り

3
段
目
に
段
を
越
し
て
記
事
が
流
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
飛
び
降
り
る
こ
と
」

も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
も
「
た
ち
き
り
（
タ

タ
ミ
）
や
、
囲
み
記
事
風
の
部
分
で

は
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

般
新
開
の
紙
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
掴
み
、
研
究
し
て
み
ま
し
ょ

ー
つ
○

制
限
■
項

こ
の
ソ
フ
ト
は
、
新
聞
製
作
専
用

の
D
T
P
ソ
フ
ト
で
す
。
9
9
年
9
月

に
公
開
さ
れ
て
以
来
、
親
子
で
作
る

家
族
新
開
、
サ
ー
ク
ル
や
自
治
会
の

会
報
な
ど
、
多
彩
な
場
面
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
販
の
高
機
能
D
P
T
ソ
フ
ト
の

よ
う
な
「
万
能
」
ソ
フ
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
r
新
開
の
よ
う
な
新
開
」

を
編
集
す
る
た
め
に
特
化
し
た
機
能

を
待
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
ソ

フ
ト
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。基
本
的
に
は
、
1
度
に
1
ペ
ー
ジ

の
編
集
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
4
ペ
ー

ジ
の
新
開
を
作
る
の
は
、
4
個
面
別

々
に
編
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

縦
書
き
編
集
専
用
な
の
で
、
横
書

き
の
新
開
は
編
集
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
見
出
し
扱
い
で
、
部
分
的
に
横
書

き
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

扱
え
る
画
像
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ

ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
（
b
p
m
）
と
I
P

E
G
（
j
p
g
）
だ
け
で
す
。

1
段
落
の
全
角
文
字
数
は
4
千
文

字
（
原
稿
用
紙
1
0
枚
分
）
で
す
。
オ
ー

バ
ー
し
た
部
分
は
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。


